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はじめに 

 

 自転車は、手軽で利便性が高い交通手段であること、健康・体力づくりにも有効であるこ

と、また、環境にも負荷の低い省資源型の移動手段であることなどから、子どもから高齢者

まで多くの年齢層の人に利用されています。 

 他方、自転車の利用環境について見ますと、安全走行ができる空間が不足していること、

近年における自転車事故が増加していることなど多くの問題を抱えています。 

 ２０１８年中において、１５歳以下の子どもの交通事故死者は７９人、うち自転車乗用中

が１９人と約２４％を占め、また６５歳以上の高齢者の交通事故死者は１，９６６人、うち

自転車乗用中が２９４人で約１５％となっています。少子化の中これからの日本を担う世

代の子どもや、これまでの日本を担ってきた高齢者世代が尊い命を失うということは憂慮

に堪えません。自転車は、子どもから高齢者まで多くの年齢層が利用しているという状況を

踏まえると、自転車の安全教育も幅広く行う必要性が痛感されます。 

このため、私ども日本交通安全教育普及協会におきましては、危険予測能力や危険回避能

力を高め、安全行動・危険回避行動がとれるよう、子どもへの早い段階からの教育や、高齢

者への安全について再確認していただく機会を提供することが重要だと考えています。ま

た、この教育が成果を上げるためには、地域の方々が連携し一体となって推進していくこと

も必須であると考えています。 

このような観点から、当協会では、２００７年度から各方面のご協力を得て、埼玉県にお

いて「自転車交通安全教育地域一体型プロジェクト」事業を実施してまいりました。 

この事業は、幼稚園・保育園・小学校の幼児・児童やその保護者、及び高齢者を対象とし

て、地域の学校、警察や地域団体など、関係機関・関係団体等が一体となり、参加・体験型

の自転車交通安全教育を行うものであり、参加者が自転車の安全な乗り方を学び、安全意

識・安全行動を向上させるとともに、地域の方々がこの事業を協働して行うことを通じ地域

における「安全・安心なコミュニティづくり」に貢献することを目的としております。 

 ２０１９年事業におきましては、埼玉県内７か所の幼稚園・小学校におきまして、幼

児・児童を対象とした「子ども自転車交通安全教室」、並びにその保護者も対象とした

「親子自転車交通安全教室」を開催いたしました。また、この事業には地域のリーダーの

方々にも参加していただき、地域における指導者の育成にも努めました。さらに、２０１

７年からの新たな取り組みとして、自転車シミュレータ等を活用した「高齢者自転車交通

安全教室」を開催し、全年齢層への幅広い安全啓発を目指しております。 

事業の詳細をまとめた報告書を作成いたしましたので、ご高覧いただければ幸いです。 

２０１９年の事業につきましてご協力いただきました各方面の関係者及びブリヂストン

サイクル株式会社の皆様に対しまして、厚くお礼申し上げます。 

 

２０１９年１２月 

                   一般財団法人 日本交通安全教育普及協会 

                          専務理事   竹林 義久  



 

 

 

 

１．事業概要 
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１．事業概要 

◆事業の目的 

   近年、交通事故死者数や交通事故件数は減少傾向にあるものの、自転車乗用中に事故

の加害者となってしまい、高額な賠償金を負うことになったケースが社会問題となる

等、自転車をめぐる交通情勢は厳しい状況にある。 

本事業では、自転車が最初の身近な乗り物となる幼児・児童やその保護者に対して、

自転車の安全な利用の仕方を学ぶ交通安全教室を実施すると共に、高齢者に対して自

転車の交通ルールや自身の体力の現状を把握し、安全について再確認できる機会とな

るような講習会を実施する。 

また同時に、地域における指導者の養成を図り、地域全体の自転車運転技能やマナー

を向上させ、安全・安心の街づくりに包括的に貢献することを目的とする。 

 

◆テーマ 

 

 

 ◆目標 

 

 

 

 

 ◆２０１９年重点活動テーマ 

 

 

 

 

 ◆本年度事業チャート 

  

地域を核とした主として子どもへの体験型自転車交通安全教育の展開 

・子ども：発達段階に合わせた教育手法の展開と指導体制の確立 

・親子：保護者と子どもとの共通体験を通した家庭からの「自転車指導」の普及 

・高齢者：体験を軸とした高齢者向け自転車教室プログラムの構築 

１．地域を主体とした実践カリキュラム作成と指導体制の確立 

２．地域内における自転車事故削減と交通安全意識の向上 

３．ブリヂストンサイクル株式会社のブランド力向上 



 

  



 

 

 

 

２．事業内容 
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２．事業内容 

（１）子ども自転車交通安全教室 

  さいたま市･上尾市内の幼稚園園児・小学校児童を対象に、主として自転車の実技

体験を通じて安全意識を醸成する自転車交通安全教室を計７回実施。自転車交通安

全教育推進委員が主として指導者を務めた。 

  ＜幼稚園＞ 

   概 要：１．普門院幼稚園（さいたま市） 

        期 日：６月１４日（金）午前１０時４５分～１１時４５分 

        会 場：普門院幼稚園（室内） 

        参加者：年長園児 １１０名 

      ２．大成幼稚園（さいたま市） 

期 日：６月２８日（金）午前１０時４５分～１１時４５分 

        会 場：大成幼稚園（室内） 

   参加者：年長園児 ４０名 

指導者：自転車交通安全教育推進委員・日本交通安全教育普及協会 

  内 容：交通安全講話（腹話術・パネルシアター等による交通ルール、信号の意

味、飛び出しの危険性、等） 

自転車実技体験（発進・停止の方法） 

   写 真： 

 

 

 

 

 

 

 

 

腹話術による講話で交通ルールを学ぶ 

（普門院幼稚園） 

安全確認やブレーキングを実技体験 

（大成幼稚園） 
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   ＜小学校＞ 

 概 要：１．大成小学校（さいたま市）※親子自転車交通安全教室併催 

        期 日：６月８日（土）午前１０時～１２時 

        会 場：さいたま市立大成小学校（校庭） 

        参加者：３・４年生 ２４名（他、保護者 １３名見学） 

２．日進北小学校（さいたま市） 

期 日：６月１７日（月） 

（１年生）午前９時３５分～１０時２０分 

             （３年生）午前１０時４０分～１２時２０分 

        会 場：さいたま市立日進北小学校（校庭） 

        参加者：１年生 １２３名・３年生 １４４名 

            ※１年生は歩行者向けの内容を実施 

３．原市南小学校（上尾市） 

        期 日：１０月３日（木）午前１０時４５分～１２時２５分 

        会 場：上尾市立原市南小学校（校庭） 

        参加者：３年生 ９５名 

        協 力：上尾市教育委員会 

４．東町小学校（上尾市） 

        期 日：１０月２４日（木）午前１０時４０分～１２時２０分 

        会 場：上尾市立東町小学校（校庭） 

        参加者：３年生 １２４名 

        協 力：上尾市教育委員会 

５．上平北小学校（上尾市） 

        期 日：１１月６日（水）午前１０時～１１時４５分 

        会 場：上尾市立上平北小学校（校庭） 

        参加者：３年生 ４５名 

        協 力：上尾市教育委員会 

指導者：自転車交通安全教育推進委員・日本交通安全教育普及協会 

  内 容：交通安全講話（自転車のルール、点検の方法、ヘルメットの重要性） 

      自転車実技体験（信号交差点・信号のない交差点・駐車車両の側方走行） 

      まとめ 
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  写 真： 

   

  

信号のない交差点での安全確認 

（大成小学校） 

１年生は横断の方法を体験学習 

（日進北小学校） 

駐車車両の側方通行の体験学習 

（原市南小学校） 
自転車の点検についての講話 

（東町小学校） 

信号交差点での右折方法の体験学習 

（上平北小学校） 
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＜自転車安全運転証の交付＞ 

     子ども自転車交通安全教室に参加した小学校の児童には、名刺サイズの「自転車安全運

転証」カードを配布した。 

本事業に参加した証として誇りと励みになり、今後自転車を「車両」として利用する自

覚や意識の定着化を促進することをねらいとした。 
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（２）親子自転車交通安全教室 

    児童に対して日常的な指導者としての役割が期待される保護者への交通安全啓

発、ならびに指導力の向上を目指し、さいたま市立大成小学校の２年生親子を対象

に１か所で開催。 

    教室の前半は、保護者と児童でグループを分け、保護者向けには、自転車の正し

いルールと指導の方法、児童向けには、ブレーキングと狭路の走行（バランス走

行）を行い技能の面から安全運転を考える体験を実施し、後半は、親子で実際にコ

ースを回り、指導を実践できるような構成とした。 

また、指導者として自転車交通安全教育推進委員も参加し、保護者への指導助言

を行った。 

 

   大成小学校（さいたま市）※子ども自転車交通安全教室併催 

期 日：６月８日（土）午前１０時～１２時 

  会 場：さいたま市立大成小学校（校庭） 

  参加者：２年生親子 １９組・４０名 

指導者：自転車交通安全教育推進委員・日本交通安全教育普及協会 

  内 容：交通安全講話（自転車のルール、点検の方法、ヘルメットの重要性） 

      （保護者向け）自転車のルールと指導方法 

      （児童向け）ブレーキングと狭路走行 

      （指導実践）信号交差点・信号のない交差点・駐車車両の側方走行 

      まとめ 

  写 真：  

保護者向けの指導方法の体験学習 

（大成小学校） 

親子でコースを回りながらの実技体験 

（大成小学校） 
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（３）高齢者自転車交通安全教室 

    高齢者を対象とした、自転車の交通ルールを再確認したうえで、危険予測と安全

確認の重要性を学習し、あわせて体力の状況を把握することで、交通安全意識の向

上をねらいとした講習会を１か所で開催した。 

    教室の前半は、座学型の自転車の交通ルールに関する講義、後半は、グループに

分かれたローテーションで、当協会開発の自転車シミュレータによる体験に加え、

簡易的な体力診断により、自身の体力状況を確認する構成とした。 

昨年度に引き続き、希望参加人数が多かったため午前１回・午後１回の計２回開

催した。 

 

   さいたま市シルバー人材センター 浦和事務所 

期 日：１０月１８日（金）午前１０時～１２時 

午後１時３０分～３時３０分 

  会 場：さいたま市シルバー人材センター 浦和事務所 

協 力：公益社団法人 さいたま市シルバー人材センター 

  参加者：高齢者 午前２５名・午後２１名 計４６名 

指導者：日本交通安全教育普及協会 

  内 容：講義「自転車を安全に乗るために」 

      体験学習「シミュレータ危険予測学習」「体力診断」 

      まとめ 

   写 真： 

  

シミュレータによる危険予測体験 

（浦和事務所） 

歩行速度を測定し体力の状態を確認 

（浦和事務所） 
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（４）自転車交通安全教育推進委員 

子ども自転車交通安全教室、親子自転車交通安全教室を実施するにあたっては、下

記の方々に「自転車交通安全教育推進委員」として参画いただいた。 

主として指導・講話をいただくため、交通安全指導員の協力を得、また地域が一体

となって自転車交通安全教育を推進するため、地域のボランティアの方々にも参加

していただき、地域における指導者の育成を図った。 

さらに、より地域と連携した事業となることをねらいとし、地域の交通安全センタ

ーとして積極的に活動されているファインモータースクールにも協力を依頼し、指

導者として参加いただいた。 

 

 

＜自転車交通安全教育推進委員 名簿＞ 

※敬称略・順不同 

 

 ◆交通安全指導員 メンバー      ◆地区リーダー メンバー 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ファインモータースクール 

 

 

 

 

 

№ 氏 名 

1 柴崎 正司 

2 岩崎 てる子 

3 岡安 節子 

4 小宮 道子 

5 桜井 英二 

6 佐藤 紀彰 

7 日向野 彰 

8 星野 裕子 

9 松本 達明 

10 山口 辰美 

11 吉田 正身 

12 吉野 房子 

13 渡辺 雅子 

№ 氏 名 

1 内野 千恵子 

2 小寺 恭子 

3 中村 久美子 

4 和田 素実 

リーダー 吉村 修一 



 

  



 

 

 

 

３．まとめ 
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３．まとめ 

（１）子ども・親子自転車交通安全教室について 

（幼児・児童を取り巻く自転車事故の現状から） 

 ２０１８年中の幼児・小学生（警察庁調査でいう１２歳以下）が自転車乗用中に

第一当事者（その事故における一番過失が重い当事者）となった交通事故件数をみ

ると、合計で１，２２２件となっており、前年（２０１７年中）の１，５５３件と

比較すると、３３１件の減少となっている。 

事故件数こそ減少したものの、これらの事故を違反別にみると、依然として交差

点に関わる違反が多くなっており、最も多いものが「安全不確認（３４３件）」、次

いで「一時不停止（３３１件）」となっている。こういった事故を防ぐためには、

一時停止のある見通しの悪い交差点のような場所での正しい通行方法（安全確認と

危険予測）を学習することが重要となる。 

 また、２０１５年６月１日から、危険な運転を繰り返す自転車運転者に対する安全

講習制度が施行されている。危険な交通違反を繰り返し、３年以内に２回以上検挙さ

れた場合、安全講習の受講が命じられる制度で、１４歳以上であれば誰でも対象とな

るため、小学生でも卒業後すぐに関係してくるものとなっている。 

さらに、近年では小学生が自転車乗用中に加害者となった事故に対して、高額な賠

償を求められるケースも発生し話題となっている。そこで万一、事故を起こしてしま

った場合に備え、自転車保険に入っておくことも重要となってきた。本事業を実施し

ている埼玉県でも、２０１８年４月１日から、自転車保険への加入が義務化される条

例が施行となった。 

 そのため、子ども自転車交通安全教室においては、これら幼児・児童を取り巻く自

転車の現状を踏まえ、正しい自転車の乗り方等の習慣化を図ることとし、小学校にお

ける開催では、交通講話のみではなく、模擬的に設定された交通場面での体験を通し

た学習を実施し、参加者が持ち帰る配布資料には、自転車保険の資料を含めることと

している。 

また、小学校２年生児童と保護者を対象にした「親子自転車交通安全教室」も継続

して開催し、本事業で今まで蓄積した指導方法を保護者の方に習得いただき、その場

でお子さんに実際に指導いただくことで、日常的に児童への指導ができるよう図る

とともに、保護者自身の安全教育ともなるよう努めた。 
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（２）高齢者自転車交通安全教室について 

（高齢者を取り巻く自転車事故の現状から） 

２０１８年中の高齢者（警察庁調査でいう６５歳以上）が自転車乗用中に第一当

事者となった交通事故件数をみると、合計で３，１１３件となっており、前年（２

０１７）の３，０４１件と比較すると、７２件の微増となっている。 

これらの事故を違反別にみると、危険予測と安全確認が不十分であることによる

「安全不確認（８０４件）」「一時不停止（４９５件）」がほとんどを占め、また身

体能力の低下に起因する「ハンドル操作（５０９件）」も多い。 

これらの事故を防ぐには、自転車の交通ルールと正しい通行方法、また安全確認

と危険予測の重要性を再確認すること、また、自身の現在の身体の状況を把握させ

ることが重要と考え、「高齢者自転車交通安全教室」を、昨年に引き続き企画・実

施した。 

危険予測と安全確認については、座学のみでは深い理解に至ることが難しいた

め、当協会が開発した自転車シミュレータを活用し、体験を通した学習ができるよ

うに努めた。具体的には、「発進時や進路変更時の後方確認の重要性」や、「見通し

の悪い交差点での多段階停止と安全確認の重要性」などについて、参加者全員に考

えられる危険やその回避方法を問いかけつつ、一方通行的な押し付けにならないよ

う留意して実施した。 

また、自身の身体能力の把握については、昨年実施した電動アシスト自転車での

狭路走行体験が天候により実施できなかったため、屋内での実施が可能なプログラ

ムに変更し、開眼片足立ち（片足で何秒間安定して立ち続けることができるか）

と、全力歩行速度（５ｍの距離を早歩きするのに何秒間かかるか）を実施した。 
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（実施後に行ったアンケートの結果から） 

アンケートでは、下記のような回答がみられた。 

問：（正しいと思うものを選択する形式で）交差点での「一時停止」の標識は、

自動車が対象なので、自転車は従う必要はない 

答：「いいえ（正答）」が１００％ 

問：ご自分の『身体的な働き（視覚、聴力、握力、踏力等）』と自転車利用につ

いて、どのように思いますか 

答：「自分の身体的な働きの程度をよく知って自転車に乗ることが安全につながる

と思う」が８７％ 

問：今回の講習会に参加されて、自転車の利用についてどのように感じましたか 

答：「安全に注意して自転車に乗ろうという気持ちが大変強くなった」が８２％ 

「安全に注意して自転車に乗ろうという気持ちが少し強くなった」が９％ 

これらの結果から、今回の教室における目的である「交通ルール、危険予測・安

全確認の重要性の確認」「自分自身の身体機能の把握、身体機能と交通安全の関係

性」について、一定の効果を得られた、特に、高齢者の事故において最も問題とな

っている、「安全不確認」と「一時不停止」について、効果的に訴えることができ

た、と考えられる。 

一方、自転車の交通ルールについて、正しいと思うものを選択する形式で実施し

た問いに対しては、下記のような傾向もみられた。 

問：自転車で歩道を通行する場合は、車道寄りをすぐに止まれる速度で走行する 

答：「いいえ（誤答）」が２６％ 

    問：横断歩道で青信号が点滅している時は、他の自動車に注意して渡り始めても

よい 

答：「はい（誤答）」が１３％ 

   他の問題については、正答率は約９０％以上だったため、今後の課題として、交

通ルールに関するより細やかな解説が望ましい、という事が挙げられる。 
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（３）まとめ 

    ２００７年より、各関係機関・団体のご厚意・ご協力により実施してきた本プロ

ジェクトは、本年度で１３年目の実施となった。 

    従来実施していた児童対象の教室、保護者も対象とした親子教室に加え、２０１

７年度より高齢者を対象とした教室が加わったことで、多くの年齢層が利用する自

転車への交通安全教育を、幅広い対象者に対して実施できている。 

    今後も、効果的な自転車交通安全教育を普及・啓発していくことを目的に、より

効果的なカリキュラム・教育手法を検討し、本プロジェクトを継続して実施してい

きたい。  
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＜日本交通安全教育普及協会について＞ 

 

一般財団法人 日本交通安全教育普及協会は、１９６８年（昭和４３年）設立以来、交

通安全教育の普及・徹底を目的としたわが国唯一の一般財団法人として、国・地方公共団

体・関係団体・関係企業等と共に、交通安全教育の普及啓発に努め、積極的に各種の活動

を展開し、その使命を果たしております。 

安全・安心な社会づくりに向けて、今後とも皆様方の一層のご理解とご支援を賜わりま

すよう宜しくお願い申し上げます。 

 

 

★詳しくは、当協会ウェブサイト（http://www.jatras.or.jp/）、また当協会フェイスブッ

ク（https://www.facebook.com/jatras.or.jp/）もぜひご覧ください 
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